
1, 主催 田辺市ラグビー協会　梅干しジュニアクラブスポーツ少年団

2, 日時 2018年2月11日（日）　9:00～14:30

3, 場所 田辺市目良多目的グランド
（田辺市目良４２－１）

7
4, 日程 9:00～打ち合わせ　 　9:15～開会式

9:30～試合 14:15～閉会式

5,
・1,2年生の部　3,4年生の部　5,6年生の部　で行います。
　＊幼児試合は、試合時間前にコートに来て下さい。
・U-12ミニラグビー競技規則を基本に行う。共通理解事項は別紙に記載。
・チーム人数　試合時間　＊ハーフタイムは、どの学年も2分。
　幼児、1,2年生は、5人制7分ハーフ　3,4年生は、7人制9分ハーフ　
　5,6年生は、9人制12分ハーフ
・試合開始5分前には、対戦チームは該当グラウンド横で待機してください。
・異学年混合チームの場合は、上位の学年にエントリーしています。
・レフリーをされる方は担当試合を確認し、進行、結果報告（本部へ）をお願いします。
　アシスタントレフリーは、各チームでお願いします。得点はトライ数。
・表彰を予定しています。各部門　優勝チームには優勝カップをお渡しします。
　参加部員には、参加賞があります。
・大会終了は、14:30頃となります。昼食は各チームで適宜お願いします。

6, 雨天 雨天は中止　中止の場合、午前6時頃連絡します。

7, 問合せ先 梅干しジュニアクラブ　代表　小川　雄三　〒649-2211西牟婁郡白浜町1070-8
090-2283-8266　℡Fax0739-42-4439

8, 部員数 幼児 1年 2年 3年 4年 5年 6年

和歌山 1 1 1 3
5 4 3 7 9 4 7 39

有田 1 1 2
0 2 0 2 0 5 5 14

岩出 1 2 2 1 6
7 3 10 5 12 4 11 52

岬富河 1 2 2 2 2 1 1 11
合同 6 10 12 15 17 10 13 83
橿原 1 1 2

0 0 0 7 7 9 9 32
梅干し 1 1 1 1 1 1 6

4 10 3 9 9 4 5 44
熊野 1 1 1 3

0 4 3 5 7 7 4 30
新宮 1 1 1 3

0 2 6 2 5 7 2 24
シーカ 1 1 1 1 4

6 6 5 3 3 2 2 27

ﾁｰﾑ数 4 4 9 3 11 1 8 40
人数 28 41 42 48 62 43 49 345
＊シーカ＝シーカラグビーアカデミー（西牟婁郡上富田町総合型スポーツクラブ内）
＊岬富河合同＝岬Rs　富田林Rs　河内長野Rs

9, 試合グラウンド 6コートで進行します 10,その他注意事項
トイレ 幼児 ・ごみは各チームで必ずお持ち帰りください。

本部 ・対戦表でわかりにくいところは連絡をください。
駐 低学年A 低学年B ・トイレは弓道場側、弓道場、武道館にあります。
車 見 ・練習は、空いているスペースを使ってください。
場 学 中学年 中学年 ・駐車についてご協力ください。

場 高学年　　  A B 　（グラウンド前他別紙参照）
所

ﾙｰﾙ・申し合わせ

2017年度第15回冬季梅干しジュニアクラブ交流会　大会要項
（　第15回冬季梅干しカップ ）



　　　第15回冬季梅干しカップ組み合わせ
＊チーム名はチーム名の1字を使用　数字は学年

幼児 【幼児コート】    1試合目 梅・和対岬富河9:50～　2試合目 岩出対シーカ10:20～

幼児レフリー梅干し　 3試合目 1試合目の負けチーム対2試合目の負けチーム10:50～　
　　　　　　　　  　  4試合目 1試合目の勝ちチーム対2試合目の勝ちチーム11:20～

低学年 【低学年A・Bコート】13チームによるトーナメント戦　5人制　7分ハーフ

決勝戦
⑥ ⑦

③ ④ ④ ⑤
① ②　 ① ② ③

岬1A シ1 岩A 　 新宮　梅有 岬2A 熊野　和歌 岬1B 　梅1 岬2B　 岩B シ2

⑤ ⑦ ⑥ ⑧ 　
低学年Aコート 低学年Bコート

対戦 (レフリー) 時間 対戦 (レフリー) 時間

①岬1A対シ1(岩) 　9:30～ ①熊野対和歌山(岬) 9:30～
②新宮対梅青(シ) 9:50～ ②岬1B対梅1(熊) 9:50～
③①勝対岩A (新) 10:10～ ③岬2B対岩B(和) 10:10～
④②勝対岬2A(岩) 10:30～ ④①勝対②勝(シ) 10:30～
⑤①負対②負(岬) 10:50～ ⑤③勝対シ2(梅) 10:50～
⑥③勝対④勝(梅) 11:10～ ⑥①負対③負(岬)　　11:10～
⑦③負対④負(岬) 11:30～ ⑦④勝対⑤勝(熊) 11:30～
決勝戦A⑥勝対B⑦勝(梅)12:00～ ⑧②負対⑤負(和) 11:50～

【中学年A・Bコート】14チームによるトーナメント戦　7人制　9分ハーフ

決勝戦
⑦ ⑦

⑤ ④ ④ ⑤
③ ②　 ① ① ② ③

和有 熊野 富4A 　富3A 梅3 岩A　新宮 橿原　梅4 富3B   シ梅 富4B    岩B 和歌山

⑥ ⑧ ⑥ ⑧ 　
中学年Aコート 中学年Bコート

対戦 (レフリー) 時間 対戦 (レフリー) 時間
①岩A対新宮(熊) 　9:30～ ①橿原対梅4(富) 9:30～
②富3A対梅3(岩) 9:55～ ②富3B対シ梅(橿) 9:55～
③和有対熊野 (新) 10:20～ ③富4B対岩B(梅) 10:20～
④①勝対②勝(和) 10:45～ ④①勝対②勝(岩) 10:45～
⑤③勝対富4A(梅) 11:10～ ⑤③勝対和歌(シ) 11:10～
⑥①負対③負(富) 11:35～ ⑥①負対③負(和)　　11:35～
⑦④勝対⑤勝(有) 12:00～ ⑦④勝対⑤勝(富) 12:00～
⑧②負対⑤負(熊) 12:25～ ⑧②負対⑤負(梅) 12:25～
決勝戦A⑦勝対B⑦勝(橿)12:50～

高学年 【高学年コート】9チームによるトーナメント戦　9人制　12分ハーフ

⑩

⑥ ⑦
③ ④ ① ② ⑤

橿原 新宮 河６ 和歌山 河５ 梅シ　熊 野  有田 岩出
⑨ ⑧ 　

対戦 (レフリー) 時間 対戦 (レフリー) 時間
①河５対梅シ(岩) 　9:30～ ②熊野対有田(河) 10:00～
③橿原対新宮(梅) 10:30～ ④河６対和歌山(橿) 11:00～
⑤②勝対岩出(和) 11:30～ ⑥③勝対④勝(梅) 12:00～
⑦①勝対⑤勝(新) 12:30～ ⑧①負対②負(有) 13:00～ 中Bコート

⑨③負対④負(河) 13:30～ 中Bコート ⑩⑥勝対⑦勝(和) 13:15～ 決勝戦
＊13:30～⑤岩出が敗戦した場合　中Aコート

中学年



梅干しｶｯﾌﾟ　競技規則共通理解事項　18年2月(U-12ﾐﾆﾗｸﾞﾋﾞｰ競技規則を基本)

低学年(チームは５人　フォワード１人　ハーフバック１人　バックス３人)
１． キックオフ→ハーフウェイラインの中央、タップキックからのパスで開始。　
　　 次のプレーヤーがキャッチして、オフサイド解消。
　　 得点後のキックオフは、得点された側のチームが行う。 
 　※相手側（防御側）はタップキックが行われる地点から、３ｍ以上下がる。
☆ ミニ・ラグビーにおける「タップキック」とは、ボールを地面に置き、いずれか
　　の方向にボールを明確に蹴り進めることです。（手の中のボールをチョンと蹴らない。）
２．キック→タップキック以外は禁止する。
　　これに反した場合は、キックが行われた地点で相手側ボールのスクラムとする。
３．スクラム→ﾌｫﾜｰﾄﾞ1人　右足元にボールを保持し、そのボールを押し出すことで再開する。 
　　組み方は、相手の上腕をつかみ、肩に頭がふれるようにお互い穏やかに組み合う。
※ハーフバックがパスしたボールをバックスプレーヤーがキャッチした時にスクラムは終了する。 
※相手側（防御側）はスクラムの最後列から３ｍ以上下がらる。 
４．ラインアウトは行わない。投入側のプレーヤーが味方側にパスを行う。
　★ 相手側はタッチとなった地点から３ｍ下がり、ボールの投入を妨害しない。
　★ ゴールラインから５ｍ以内なし。 
５． ペナルティ→相手側(防御側)より５ｍ下がる。タップキック後、ボールを持って走ることができる。

 
中学年(チームは７人　フォワード３人　ハーフバック１人　バックス３人)
１．キックオフ→ハーフウェイラインの中央またはその後方からドロップキック　
　　あるいはプレースキック。 得点した側のチームが行う。５ｍはキックする。
２．キック→キックはできる。フライキック、ドリブルは禁止。相手にスクラム。
３．スクラム→右足元にボールを保持し、そのボールを押し出すことで再開する。 
　　相手の上腕をつかみ、肩に頭がふれるようにお互い穏やかに組み合う。
※攻撃側のハーフバックがボールをパスした時点にスクラムのオフサイドは解消。
※相手側（防御側）はスクラムの最後列から３ｍ以上下がる。 
４．ラインアウト→フォワードが投入し、ハーフバックがパス。パスで終了する。
　 ボールの投入を妨害しない。ラインアウトに参加しないプレーヤーは、５ｍ下がる。
５．ペナルティ→ 相手側(防御側)は５ｍ下がる。
    タップキック後ボールを持って走ることができる。

高学年(チームは９人　フォワード３人　ハーフバック１人　バックス５人)
１．キックオフ →ハーフウェイラインの中央から、得点側が行う。５ｍはキックする。
２．キック→キック、ドリブルはできる。フライキック禁止。 
３．スクラム→ボールはハーフバックが投入。ハーフバックが最初にボール触った時点で
  　スクラムは終了。ハーフバックはスクラムから出たボールを持って走ることができる。
　　組み方は、相手の上腕をつかみ、肩に頭がふれるようにお互い穏やかに組み合う。
　　フッカーは両プロップとバインドしておく。
 ※相手側（防御側）はスクラムの最後列から３ｍ以上下がらる。 
４．ラインアウト 
  　ボールを獲得した側は、前に進んでもよい。ハーフも同様。
　　ラインアウトに参加していないプレーヤは、５ｍは下がる。
５．ペナルティ 
 　 タップキックによってプレーを再開する。タップキック後ボールを持って走ることができる。
    相手側(防御側)は５ｍ下がる。



第15回冬季梅干しカップ駐車場案内

下記の場所をご利用ください

A・・・目良多目的G前駐車場
B・・・梅加工場横
C・・・在宅介護施設横駐車場
D・・・天神崎元島第２駐車場
　　　　＊目良多目的G前道路に沿ってお進みください　利用者で送迎
　・・・駐車不可

ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします


